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・
・
・
日
本
の
國
が
け
っ
し
て
二
度
と
戦
争
し
な
い
よ
う
に
二
つ
の
こ
と
を
き
め
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、

兵
隊
も
軍
隊
も
飛
行
機
も
、
お
よ
そ
戦
争
す
る
た
め
の
も
の
は
、
い
っ
さ
い
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
さ
き
日
本
に
は
、陸
軍
も
海
軍
も
空
軍
も
な
い
の
で
す
。
こ
れ
を
戦
力
の
放
棄
と
い
い
ま
す
。「
放

棄
」
と
は
「
す
て
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
み
な
さ
ん
は
、
け
っ
し
て
心
ぼ
そ
く
思
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
正
し
い
こ
と
を
、
ほ
か
の
國
よ
り
さ
き
に
行
っ
た
の
で
す
。
世
の
中
に
、
正

し
い
こ
と
ぐ
ら
い
強
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。・
・
・

　民報あばしり　ＮＯ．1408 2023 年 3 月 26 日号

  ＮＯ .1408

 3 月 26 日号

３
月
17
日
、
国
際
刑
事

裁
判
所
は
子
ど
も
達

の
連
れ
去
り
に
関
与

し
た
と
プ
ー
チ
ン
大

統
領
に
逮
捕
状
を
出

し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
が
始
ま
っ
て
一
年
、
ロ
シ
ア
は

国
連
憲
章
を
守
れ
。
即
時
撤
退
せ

よ
‼
▼
岸
田
政
権
の
憲
法
に
反
す

る
安
全
保
障
政
策
の
大
転
換
に
毎

日
宣
伝
カ
ー
を
走
ら
せ
「
大
軍
拡
、

大
増
税
反
対
‼
」「
戦
争
は
許
さ

な
い
‼
」
と
、
訴
え
る
。
▼
13
日

か
ら
マ
ス
ク
の
着
用
が
個
人
の
判

断
と
な
っ
た
が
、
高
齢
者
は
マ
ス

ク
の
着
用
が
も
う
少
し
の
間
必
須

だ
!
コ
ロ
ナ
感
染
の
減
少
に
専
門

家
は
「
約
５
割
の
人
が
コ
ロ
ナ
に

感
染
、
自
己
免
疫
が
出
来
た
か
ら

で
は
」
と
、
分
析
し
た
。
▼
コ
ロ

ナ
禍
で
一
時
帰
国
が
遅
れ
た
息
子

が
５
年
振
り
に
帰
る
。
東
京
の
娘

も
合
流
、
久
し
ぶ
り
の
家
族
団
欒
、

賑
や
か
な
食
卓
を
囲
ん
だ
。
北
海

道
の
味
覚
と
温
泉
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
と
、
ホ
テ
ル
は
予
約
済
。

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
の
夕
食
は
日
本

酒
を
片
手
に
「
此
の
味
な
ん
だ
よ

ナ
ー
」
と
、刺
身
、寿
司
等
を
堪
能
、

至
福
の
時
と
満
足
す
。
懐
石
、
鍋

料
理
も
食
べ
た
い
と
川
湯
の
ホ
テ

ル
へ
、
温
泉
は
極
上
だ
が
川
湯
温

泉
郷
は
曾
て
の
賑
わ
い
は
無
く
、

摩
周
湖
硫
黄
山
に
は
観
光
客
の
姿

は
無
か
っ
た
。
帰
り
の
藻
琴
山
峠

は
青
空
が
広
が
り
斜
里
岳
か
ら
知

床
半
島
ま
で
美
し
く
望
め
た
。
ス

ノ
ー
シ
ュ
を
付
け
た
人
達
が
残
雪

を
踏
み
登
っ
て
行
っ
た
。

ア
ス
リ
ー
ト
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『あたらしい憲
法のはなし』

1947 年 文部省
発行より

市民のみなさんと日本共産党議員団は協同して

①国保料資産割の完全廃止を実現

②国保料均等割（家族１人に 27,500 円）のうち国は

　未就学児は半額に　「子どもの均等割りをゼロに」

　の要求が一部実りました

③子どもの医療費無料化を中学校卒業までに

④福祉灯油を実現

⑤コロナ対策として、中小企

　業、飲食業等給付金支給

　を実現

⑥共産党議員が５年前から要

　求してきた学校給食費無償

　化の実現

⑦「生理の貧困」対策とし

　て小中学校保健室に生理用品を常備していることを

　知らせるポスターをトイレに張り出させる

⑧補聴器購入助成制度成立

⑨水道料基本料金減額実現（2ヶ月分）

鈴木・飯田・松浦各議員が

みなさんと共に実現してきました
・介護保険利用料１割負担→住民税非課税世帯は３%

　に軽減

・学校トイレの洋式便器へ改修と業者による清掃実現

・未舗装の生活道路整備の計画的実施

・市発注公共事業の予定価格の事前公表実現 ･･･ 落札

　価格下がって節税に

・多重債務の相談窓口の開設

・ゴミの祝日回収と生活保護世帯へのゴミ袋支給

・市道３･３･ ３本通りの右折帯の設置

・道立公園の歩くスキーコースの存続

・陸上競技場の夜間照明増設

・就学援助費にＰＴＡ会費、クラブ活動費、生徒会費

　も対象に

・市民健康プールの改善と使用料減免

・学校図書司書の配置人数増

・健康保険証１世帯１枚→１人１枚に

・西山通り線の排水路設置と歩道用空地対策と街路灯

　の増設

・錦町側の網走小の連絡階段の改修と防犯灯のＬＥＤ化

・２中、桂陽高の通学路の安全対策と防犯灯のＬＥＤ化

・海岸町－向陽ヶ丘の避難用階段設置

・福祉灯油

・住宅リフォーム助成の実現・拡大

・大曲湖畔園地整備実施計

　画を変更させる

・就学援助費の入学準備金

　を入学前に支給

・市営住宅駐車場に来客用

　スペース設置

　日本共産党議員団は 「住民の苦難あるところに共産党

あり」 の立党の精神を胸に刻み 「市民とともに」 くらしを守

るためにがんばってきました。

　今では 「当たり前」 になっていることも反対や妨害があっ

てもブレず要求し続けてきたことにより実現したものです。

もっとも身近な例は上にあるように 「学校給食」や 「補聴器」

などです。

この２０年の歩み

この４年間で
実現できたこと

　これから日本共産党議員団は 「みなさんの願いを実現するために全力を！」 と誓い合っています。

　これまでも、 これからも！　と。

くらし・福祉・教育をまもってきました！


